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議
会
構
成
決
ま
る

北
竜
町
議
会

就
任
の
ご
挨
拶

議
長　　

佐
々
木 

康
宏

　

何
か
は
じ
ま
り
を
感
じ
る

「
令
和
」
と
な
り
、
我
が
町

北
竜
も
春
を
迎
え
色
々
な
始

ま
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
度
の
議
会
の
改

選
に
あ
た
り
ま
し
て
八
名
の

議
員
が
新
任
期
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
七
名
の

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で

議
会
活
動
が
行
わ
れ
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
議

会
は
常
に
ふ
る
さ
と
を
守
る

行
政
運
営
の
合
議
体
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。

　

個
人
は
「
点
」
組
織
は
「
線
」

で
す
。
個
人
の
能
力
を
高
め

て
い
っ
て
、
そ
し
て
太
い
線

に
す
る
こ
と
で
議
会
の
力
が

発
揮
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
願
い
で
す
、
議
会
へ
の
傍

聴
へ
来
て
い
た
だ
く
こ
と
や

各
団
体
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
を
継
続
的
に
行
い
な
が
ら

個
を
高
め
、
議
会
と
し
て
も

能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
意
見
・
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
改
選
後
初
の
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
議
長(

松
永
毅
議
員)

に
よ
る
、
仮
議
席
の
指
定
、
議
長
の
選
挙
を

行
い
、
佐
々
木
康
宏
議
員
が
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
議
長
に
よ
り
、
副
議
長
選
挙
、
議
席
の
指
定
、
常
任

委
員
・
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
各
一
部
事
務
組
合
の
議
員
選
挙
、
監
査

委
員
の
選
任
、
広
報
特
別
委
員
会
と
北
竜
町
議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会

の
設
置
、
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
可
決
し
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。

議会広報委員会Ｎｏ．３３５

議 
長佐さ

さ

き

々
木 

康や
す
ひ
ろ宏

副 

議 

長

藤ふ

じ

い井 

雅ま
さ
ひ
と仁
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北島 委員長小松 委員長

小坂 監査委員

松永 委員長

 
常
任
委
員
会
及
び
議
会

 
運
営
委
員
会
の
構
成

○
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

北
島　

勝
美

　

副
委
員
長　

尾
﨑　

圭
子

　

委　
　

員　

中
村　

尚
一

　

委　
　

員　

小
松　

正
美

　

委　
　

員　

小
坂　

一
行

　

委　
　

員　

松
永　

毅

　

委　
　

員　

藤
井　

雅
仁

 

一
部
事
務
組
合

 

議
会
議
員

北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員

　
藤
井　

雅
仁

北
空
知
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　

北
島　

勝
美

北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合
議
会
議
員

　

尾
﨑　

圭
子

深
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　

中
村　

尚
一

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

議
会
議
員

　

小
松　

正
美

中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
議
会
議
員

　

松
永　

毅

 

広
報
特
別
委
員
会
の

 

設
置

○
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

小
松　

正
美

　

副
委
員
長　

北
島　

勝
美

　

委　
　

員　

中
村　

尚
一

　

委　
　

員　

尾
﨑　

圭
子

 

北
竜
町
議
会
災
害
対
策

 

特
別
委
員
会
の
設
置

○
北
竜
町
議
会
災
害
対
策

特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

松
永　

毅

　

副
委
員
長　

小
松　

正
美

　

委　
　

員　

中
村　

尚
一

　

委　
　

員　

尾
﨑　

圭
子

　

委　
　

員　

北
島　

勝
美

　

委　
　

員　

小
坂　

一
行

　

委　
　

員　

藤
井　

雅
仁

　

委　
　

員　

佐
々
木　

康
宏

 

同
意

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

議
会
議
員
選
任

　

小
坂　

一
行

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

小
松　

正
美

　

副
委
員
長　

中
村　

尚
一

　

委　
　

員　

北
島　

勝
美

　

委　
　

員　

藤
井　

雅
仁

　

３
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
７
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
議
員

 

新
た
な
ふ
る
さ
と
納
税

 

の
活
用
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
枠
組
み

で
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
は
期
待
で
き
る
も
の
が
多

く
、
特
に
補
助
金
に
頼
ら
な
い
独

自
政
策
の
実
現
や
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
や
み
く
も
な

利
用
は
控
え
る
べ
き
だ
が
、
財
源

獲
得
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

理
事
者
の
考
え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
観
光
、
産
業
の
振
興
、
教
育
・

子
育
て
の
充
実
、
医
療
・
福
祉
の

充
実
、
そ
の
他
の
目
的
の
４
事
業

に
対
し
て
寄
付
を
頂
き
、
ど
の
事

業
に
活
用
す
る
か
は
町
の
判
断
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

を
運
営
す
る
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
の

サ
ー
ビ
ス
で
、
使
途
を
よ
り
具
体

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、
目
標

金
額
を
設
定
し
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
共
感
し
た
方
か
ら
寄
付
を

募
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
も
年
々
募
集
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
数
が
増
加
し
て
き
て
お

り
、
道
内
で
も
羽
幌
町
や
日
高
町

な
ど
14
件
あ
り
、
中
に
は
数
万
円

し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
か
ら

目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
本
町

に
お
い
て
も
、
貴
重
な
財
源
と
し

て
、
活
用
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
参
り
た
い
。
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北
島
議
員

 

施
設
建
設
事
業
に
お
け
る
地
方
債

 

等
の
起
債
の
考
え
方
に
つ
い
て

北
島
議
員

　

近
年
、
多
額
の
予
算
を
投
じ
た

建
設
事
業
が
多
い
中
、
31
年
度
か

ら
の
10
か
年
計
画
に
は
保
育
所
新

設
を
筆
頭
に
公
民
館
や
役
場
庁
舎
、

公
営
住
宅
、
米
籾
集
荷
施
設
、
小

中
学
校
等
の
新
築
・
改
修
も
見
込

ま
れ
て
お
り
、
国
の
補
助
事
業
採

択
要
件
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、
過

疎
債
等
の
借
金
へ
の
依
存
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。
基
金
等
の
積
み

上
げ
も
不
十
分
で
あ
り
今
後
、
償

還
金
圧
縮
が
急
務
と
思
う
が
理
事

者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
保
有
施
設
の
多
く
が
老
朽
化

に
よ
る
改
修
・
更
新
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
国
庫
補
助
や
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
地
方
債
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
元
利
償
還
金
の

一
部
を
減
債
基
金
に
積
み
立
て
る

な
ど
し
、
町
民
の
将
来
負
担
に
最

大
限
配
慮
し
て
き
た
。
今
後
、
普

通
交
付
税
の
減
少
や
公
債
費
の
増

加
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込

ま
れ
る
が
、
平
成
31
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
北
竜
町
総
合
計
画
で

は
そ
れ
ら
に
最
大
限
配
慮
し
た
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
施
設
の

統
廃
合
に
よ
る
総
量
の
削
減
、
再

配
置
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
老

朽
化
対
策
を
推
進
し
、
持
続
可
能

な
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
い
き
た
い
。

北
島
議
員

　

近
年
の
起
債
の
多
く
は
過
疎
債

で
あ
り
、
元
利
償
還
金
の
70
％
が

償
還
年
ご
と
に
交
付
税
措
置
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
30
％
は

町
費
に
よ
る
借
金
で
あ
り
、
高
額

な
建
設
費
を
精
査
し
抑
制
す
れ
ば

起
債
額
も
低
減
さ
れ
財
政
的
に
も

余
裕
が
で
き
る
と
考
え
る
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
福
祉
や
教
育
に
関
す
る

こ
と
は
殆
ど
が
過
疎
債
を
利
用
し

て
い
る
が
、
30
％
部
分
は
後
年
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
減
債
基
金
に

積
ん
で
い
る
。
過
疎
債
は
時
限
立

法
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
続
く
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
町
が
抱
え
る
課

題
解
決
の
為
に
は
一
番
有
利
な
起

債
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
保
育

所
の
建
設
に
つ
い
て
も
同
様
に
考

え
て
い
る
。

北
島
議
員

　

10
か
年
計
画
で
は
最
終
的
に
財

政
の
帳
尻
が
合
っ
て
い
て
よ
く
仕

上
が
っ
て
い
る
が
、
年
々
、
各
種

基
金
額
は
減
少
し
起
債
額
が
増
加

し
て
い
る
現
状
で
、
町
が
持
つ
７

つ
の
特
別
会
計
へ
の
一
般
財
源
か

ら
の
繰
入
金
や
指
定
管
理
委
託
料

の
増
加
、
振
興
公
社
へ
の
補
填
な

ど
現
実
的
に
は
不
安
要
素
が
多
い
。

今
は
、
町
民
が
意
図
し
て
い
な
い

小
松
議
員

　

町
で
保
有
す
る
過
去
の
写
真
等

は
ど
の
よ
う
に
保
管
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
町
民
が
処
分
す
る
、
あ

る
い
は
処
分
に
困
っ
て
い
る
古
い

写
真
・
文
献
等
を
町
で
永
久
保
存

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
考
え

を
伺
う
。

小
松
議
員

 

北
竜
町
に
残
る
映
像
・

 

文
献
の
保
存
に
つ
い
て

高
額
な
造
成
計
画
よ
り
突
発
的
な

災
害
等
に
も
即
時
対
応
で
き
る
よ

う
な
財
源
作
り
が
必
要
と
考
え
る
。

佐
野
町
長

　

町
長
就
任
以
来
、
公
約
に
沿
っ

て
進
め
て
き
た
。
保
育
所
建
設
も

そ
の
一
環
で
あ
り
財
政
的
見
通
し

が
あ
っ
て
の
事
。
過
去
に
も
町
民

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
財
政
の

厳
し
い
時
期
に
突
発
的
な
事
業
を

行
な
う
な
ど
、
過
疎
債
を
様
々
な

分
野
で
利
用
し
町
民
負
担
の
軽
減

を
図
り
な
が
ら
町
づ
く
り
を
行
な

っ
て
き
た
事
も
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

北
島
議
員

　

今
以
上
に
民
意
に
寄
り
添
っ
た

事
業
推
進
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

１
点
目
の
質
問
に
つ
い
て
、
町

に
お
け
る
「
文
書
管
理
」
は
、
北

竜
町
処
務
規
程
に
基
づ
き
、
各
課

で
作
成
さ
れ
た
文
書
等
、
事
業
ご

と
に
簿
冊
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
保

存
期
間
（
永
久
、
10
年
、
５
年
、

１
年
）
に
よ
り
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
町
史
編
纂
、
広
報
ほ
く
り

ゅ
う
に
使
用
さ
れ
た
文
書
や
写
真

は
「
永
久
」
に
保
存
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
後
と
も
、
適
正
な
文

書
管
理
に
努
め
た
い
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
町
民
よ

り
貴
重
な
資
料
の
ご
寄
付
を
頂
き
、

郷
土
資
料
館
等
で
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

図
書
館
に
お
い
て
は
、
北
竜
町

開
拓
１
０
０
年
記
念
行
事
（
平
成

３
年
）、
文
化
祭
等
の
映
像
を
保

管
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

資
料
に
つ
い
て
は
、
後
世
に
継
承

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
今
後

も
資
料
の
収
集
と
保
存
に
努
め
た

い
。

　

更
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
所
有

し
て
い
る
写
真
、
映
像
、
録
音
テ

ー
プ
や
文
献
に
つ
い
て
は
、
歴
史

的
に
振
り
返
る
貴
重
な
資
料
と
な

り
得
る
の
か
調
査
・
確
認
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
個
人
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松
永
議
員

　

昨
年
末
の
行
政
懇
談
会
や
年
明

け
の
保
育
所
建
設
に
あ
た
っ
て
の

２
度
の
説
明
会
で
も
隣
接
さ
れ
る

公
園
も
含
め
多
く
の
批
判
が
寄
せ

ら
れ
た
と
思
う
が
、
町
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
ど
の
様
な
説
明
努

力
を
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
こ

の
建
物
の
保
証
期
間
や
事
故
等
が

あ
っ
た
時
の
責
任
の
所
在
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

以
前
か
ら
必
要
性
を
説
明
し
て

き
た
が
、
説
明
会
等
で
は
色
々
な

意
見
を
頂
い
た
。
賛
否
を
含
め
十

メ
ー
カ
ー
の
保
証
期
間
、
建
物
が

２
年
と
な
っ
て
い
る
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

11
月
、
12
月
に
行
っ
た
町
行
政

懇
談
会
で
保
育
所
２
件
、
公
園
１

件
の
質
疑
、
意
見
が
あ
り
返
答
し

た
。

松
永
議
員

　

基
本
設
計
当
初
か
ら
、
豪
雪
地

に
不
適
切
な
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

指
摘
し
て
き
た
が
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
ま
た
新
保
育
所
の
名
称

を
「
和
保
育
所
」
か
ら
広
域
的
な

人
十
色
で
あ
り
、
私
は
住
民
が
憩

え
る
公
園
の
建
設
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
住
民
に
向
け

建
設
内
容
等
を
広
報
５
月
号
に
詳

し
く
掲
載
し
周
知
に
努
め
る
と
伴

に
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設

運
営
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
建

設
後
の
欠
点
や
事
故
に
対
す
る
責

任
所
在
は
所
有
・
管
理
者
で
あ
る

北
竜
町
で
あ
り
、
全
国
自
治
協
会

建
物
災
害
共
済
に
加
入
し
万
が
一

に
備
え
た
い
。

杉
山
保
育
所
準
備
室
長

　

保
証
期
間
に
つ
い
て
は
、
屋
根

の
防
水
施
工
が
10
年
、
機
器
類
が

「
北
竜
保
育
所
」
に
変
更
す
べ
き

と
考
え
る
。

高
橋
副
町
長

　

屋
根
は
無
落
雪
設
計
で
は
あ
る

が
景
観
上
、
適
時
除
雪
を
行
い
、

窓
に
つ
い
て
も
常
時
視
界
が
取
れ

る
よ
う
対
処
し
て
い
く
予
定
。

佐
野
町
長

　

名
称
の
変
更
は
現
時
点
考
え
て

い
な
い
。

松
永
議
員

　

今
後
、
他
の
方
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
柔
軟
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
。

松
永
議
員

 

新
保
育
所
の

 

建
設
対
応
に
つ
い
て

情
報
を
含
む
資
料
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
法
や
北
竜
町
個
人

情
報
保
護
条
例
に
の
っ
と
り
、
自

治
体
で
管
理
す
る
こ
と
が
適
正
な

の
か
、
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
住

民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
が
図
ら

れ
、
移
住
・
定
住
等
の
促
進
、
転

出
防
止
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

支
援
方
法
は
、
起
債
（
過
疎
ソ
フ

ト
）
対
象
に
な
る
の
で
、
70
％
は

国
の
地
方
交
付
税
の
対
象
と
な
り
、

残
り
30
％
は
公
平
性
か
ら
も
自
己

負
担
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

佐
光
議
員

 

冬
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る

 

町
を
目
指
し
て

費
な
し
で
行
え
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
冬
期
雇
用
や
事
故
防
止

等
に
も
繋
が
る
だ
け
に
是
非
、
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。

佐
野
町
長

　

北
国
の
冬
の
生
活
を
快
適
に
過

ご
す
た
め
に
、
除
雪
等
の
支
援
策

を
講
じ
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ

と
と
考
え
る
。
ま
た
、
町
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

移
住
・
定
住
、
転
出
防
止
に
も
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
か
か

る
費
用
は
、
過
疎
ソ
フ
ト
事
業
と

し
て
70
％
は
国
の
負
担
、
30
％
は

自
己
負
担
で
全
世
帯
を
対
象
と
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
住
環
境
が
異
な
る
こ
と
や
住

民
に
対
し
て
の
公
平
感
が
得
ら
れ

る
か
等
、
課
題
が
多
く
、
今
後
、

役
場
内
の
関
係
す
る
課
で
横
断
的

に
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

な
お
、
新
年
度
で
は
高
齢
者
世

帯
等
除
雪
費
助
成
事
業
に
お
い
て
、

年
齢
要
件
を
70
歳
か
ら
65
歳
に
引

き
下
げ
、
１
シ
ー
ズ
ン
の
除
雪
委

託
費
１
／
２
、
２
万
円
を
上
限
に

拡
大
す
る
よ
う
予
算
計
上
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

佐
光
議
員

　

今
回
は
、
町
民
で
あ
れ
ば
誰
で

も
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
、
他
の
町

に
も
な
い
除
雪
対
策
を
願
う
。

　

当
地
域
は
永
久
に
雪
が
降
る
町

で
あ
り
、
い
か
に
こ
の
雪
を
克
服

す
る
か
、
住
民
の
悩
み
で
あ
る
家

の
門
戸
通
路
だ
け
で
も
支
援
策
で

解
消
し
、
冬
期
間
で
も
快
適
に
過

ご
せ
る
町
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
。
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藤
井
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
展
望
台
に
つ

い
て
は
今
年
度
、
老
朽
化
に
よ
り

解
体
し
て
今
後
、
新
設
さ
れ
る
訳

だ
が
、
一
年
間
は
展
望
台
が
無
く

な
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
客
の
多

く
が
利
用
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

大
変
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
何
と

か
今
年
一
年
、
応
急
処
置
を
し
て

対
応
で
き
な
い
か
再
度
検
討
し
て

頂
き
た
い
。
出
来
な
い
場
合
、
仮

設
足
場
な
ど
で
展
望
台
を
設
置
す

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
理
事

者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

現
在
の
展
望
台
は
平
成
18
年
に

建
設
さ
れ
、
10
年
以
上
が
経
過
し

老
朽
化
が
著
し
く
、
都
度
修
繕
を

行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
高
さ
が

ひ
ま
わ
り
を
見
る
に
は
高
す
ぎ

る
、
車
い
す
で
の
利
用
が
で
き
な

い
、
階
段
が
一
箇
所
で
混
雑
し
危

険
で
あ
る
等
か
ら
、
平
成
31
年
度

に
お
い
て
、
外
部
の
有
識
者
等
を

招
き
、
町
民
や
ひ
ま
わ
り
の
里
に

関
す
る
方
が
参
加
す
る
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
施
設
面
や
経
営

面
も
含
め
た
「
ひ
ま
わ
り
の
里
基

本
計
画
」
の
策
定
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
計
画
の
中
で
、
新
し
い
展

望
台
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
を

行
い
、
平
成
32
年
度
に
新
し
い
展

望
台
の
建
設
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
、
平
成
31
年
度
に
つ
い
て

は
展
望
台
解
体
後
、
更
地
と
し
、

仮
設
足
場
に
よ
る
展
望
台
の
設
置

等
は
考
え
て
い
な
い
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

新
し
く
計
画
さ
れ
る
展
望
台
に

期
待
し
た
い
。　

　

次
に
里
の
浄
化
槽
工
事
に
つ
い

て
だ
が
、
タ
ン
ク
製
造
も
含
め
て
、

工
期
が
四
ヶ
月
と
い
う
事
だ
が
、

現
在
、
タ
ン
ク
上
部
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
上
で
は
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、

休
憩
場
・
喫
煙
場
と
し
て
利
用
し

て
い
る
が
、
タ
ン
ク
を
ト
イ
レ
と

切
断
し
て
、
内
部
汲
み
取
り
、
水

張
り
を
し
て
、
里
の
オ
ー
プ
ン
中
、

上
部
を
利
用
す
る
か
、
ま
た
、
オ

ー
プ
ン
前
に
解
体
す
る
場
合
に
は

テ
ン
ト
を
張
る
場
所
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

細
川
産
業
課
長

　

工
期
に
つ
い
て
は
、
解
体
を
含

め
て
考
え
て
い
る
が
、
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
終
了
後
、
解
体
す
る
と
い

う
事
も
充
分
に
考
え
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。

藤
井
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の

 

施
設
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
に

よ
り
、
四
町
内
会
が
多
面
的
に
連

携
す
る
為
に
合
併
さ
れ
る
。

　

こ
の
度
そ
の
準
備
と
し
て
、
碧

水
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
改
修
工
事
が
、
１
５
，
５
８
１

千
円
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
四
町

内
会
で
協
議
が
さ
れ
、
拠
点
と
な

る
施
設
を
決
定
さ
れ
た
事
と
思
う

が
、
今
ま
で
に
は
無
い
大
規
模
な

合
併
で
あ
る
の
で
、
改
修
の
み
で

は
無
く
、
ス
ペ
ー
ス
の
面
か
ら
、

増
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、
理
事

者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
距
離
の
あ
る
四
町
内
会

の
合
併
で
あ
る
の
で
、
車
で
通
う

方
が
大
変
多
く
、
駐
車
場
の
ス
ペ

ー
ス
も
狭
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
神
社
横
の
民
有
地
を
購
入

し
、
町
有
駐
車
場
と
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
理
事
者
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

佐
野
町
長

　

来
年
１
月
１
日
に
合
併
を
予
定

し
て
い
る
碧
水
、
岩
村
、
古
作
、

共
栄
の
四
町
内
会
の
合
併
準
備
委

員
会
よ
り
、
昨
年
九
月
に
高
齢
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
の

要
望
を
頂
き
、
企
画
振
興
課
と
地

域
役
員
が
、
現
地
に
て
具
体
的
な

改
修
内
容
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

し
、
新
年
度
予
算
に
て
改
修
工
事

費
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

合
併
準
備
委
員
会
か
ら
は
増
築

で
は
無
く
、
高
齢
化
対
応
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
防
寒
断
熱
対
策
、

和
室
・
研
修
室
の
内
部
改
修
等
と

な
っ
て
お
り
、
施
設
の
今
後
の
利

用
を
鑑
み
、
要
望
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。
駐
車
場
を
含
む
外

構
工
事
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
の

使
用
状
況
か
ら
判
断
し
、
地
域
と

協
議
し
て
参
り
た
い
。

藤
井
議
員

　

次
に
地
域
に
は
大
き
な
建
物
・

敷
地
の
碧
水
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
が
、
改
修
等
に
よ
り
も
っ

と
利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
利

用
す
る
検
討
は
さ
れ
た
の
か
伺
い

た
い
。

藤
井
議
員

 

碧
水
地
区
の
４
町
内
会

 

合
併
に
よ
る
施
設
に
つ
い
て
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高
橋
副
町
長

　

行
政
か
ら
は
碧
水
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
で
き
な
い
か
提

案
し
た
所
だ
が
、
合
併
委
員
会
、

地
域
よ
り
、
街
中
の
高
齢
者
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て

利
用
し
た
い
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

中
村
総
務
課
長

　

併
せ
て
、
増
築
の
話
も
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
。
３
月
１
日
現
在
で
、

四
町
内
会
合
併
で
三
百
六
十
四
人

と
な
り
、
和
本
町
よ
り
も
大
き
な

町
内
会
に
な
る
。
し
か
し
、
老
人

会
、
婦
人
会
等
に
分
か
れ
て
集
ま

り
、
町
内
会
の
人
が
一
遍
に
集
ま

る
こ
と
は
無
い
と
の
事
で
あ
る
。

　

今
年
４
月
よ
り
新
た
な
議
会

の
体
制
で
今
後
４
年
間
の
町
政

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
議
員
コ
ラ
ム
も
全
議
員
が

持
ち
回
り
で
コ
メ
ン
ト
を
書
く

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
方
、
個
性
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
毎
月
ど
の
議

員
が
ど
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
書
く

の
か
、
楽
し
み
に
読
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
新
た
な
元
号

「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
私
達
国
民
が
そ
の
真

の
意
味
を
創
り
上
げ
て
行
く
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り

も
平
和
で
、
日
本
人
で
あ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
。
そ

ん
な
世
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。  　

  (

小
松
正
美)

平成31年第1回定例会（会期：3月11日～19日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 北島 藤井 小松 佐光 小坂 松永 山本 佐々木

専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　〔平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 7号）について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　〔北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町表彰条例に基づく表彰について（5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道の路線廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道の路線認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

都市と農村交流センターの設置及び管理に関する条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町災害対策本部条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 8号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町町立診療所事業特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第 4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第 5号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町農業集落排水事業
及び個別排水処理事業特別会計補正予算（第 5号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第 2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 9号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
３件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています。）■議員の賛否の公表

次ページに続く
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平成31年予算審査特別委員会（3月14日～15日）　※予算と決算は特別委員会にて審議します　

　　　　　　　　　　○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 北島 藤井 小松 佐光 小坂 松永 山本 佐々木

北竜町総合計画について △ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町森林環境基金条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について〔北竜町老人福祉センター〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について〔北竜町老人憩の家〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について〔北竜町農畜産物直売施設〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町一般会計予算について △ ○ △ ○ ○ ○ － △

平成 31 年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町農業集落排水事業
及び個別排水処理事業特別会計予算について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

平成 31 年度北竜町簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

予算審査特別委員会における質疑の件数
質疑
５件

質疑
５件

質疑
13 件

質疑
２件

質疑
７件

質疑
11 件

－
質疑
３件

質　　疑　　内　　容 答　　弁　　内　　容 

・町内会への活動支援について
　人口減少、高齢化により各町内会の運営に苦慮し
ている状況であり、特に冬期間の除排雪に係る経費
負担が大きい。各町内会にあるコミュニティーセン
ターや高齢者住宅駐車場など町の公共施設の除雪費
用を住民負担 +町予算化という考え方を問う。

　コミュニティーセンターの除雪においては各町内
会の管理で行ってもらっている状況である。現在、
総務課で各町内会の会計状況、会費等を調査してい
る。町内会における除雪費用の割合が大きいという
ことで、今後、町の除雪体系なども考慮しながら検
討していきたい。

・公園整備事業について
　新保育所と共に整備する公園については、近隣に
は住宅があり、花粉や落ち葉の問題もある。また、
人口減少問題もとらえた保育所建設政策の一面から
も、まず必要な事業ということで住宅用地にしてい
く事も一つの方向性と考えるが理事者の考えを問う。

　今後、高齢者の方々が増え、高齢者住宅へ入居す
る等によって空き家や空き地が増えていくことが予
想される。現在、市街地においても空き家や空き地
があり、分譲地を設けても売れ残ってしまうことを
危惧しており、現状は空き家や空き地を改修しても
らい移住・定住に対応していった後に分譲地の検討
をしていきたい。

・ひまわりの里基本計画策定委託料について
　町の考え方を明確に示した基本設計を策定し、パ
ブリックコメントもしくは町民説明会等を経て町民
意見を反映した実施計画を策定していただきたい。

　４月下旬より検討委員会を立ち上げ、４～５回程
度会議を行う予定で進めたいと考えている。委員に
ついては観光協会や売店組合、青年部等の関係者に
なっていただき、町民からも意見を取り込めるよう
な形で行っていきたいと考えている。

○予算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）


